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 学習活動 指導上の留意点 

導入 阪神・淡路大震災の

被害を知る。 
 

・学校が避難所になり、多くの人が避難したことや水道やガ

スなどのライフラインが長期間途絶えた中での人々の苦労

について知らせる。 

展開 列を作って給水を

待つ人々の気持ちに

ついて話し合う。 
 

 
 
 
 
災害時に避難所で

決められるルール等

の意義について話し

合う。 
 

・待っている間の、人々のつらく不安な気持ちについて考え

させる。 

 

・並んでいる人たちの並び方や並んでいる人たちの様子から、

整然と列を作ってルールを守っている姿に共感させる。 

 
 
・避難所でのルール例を知らせ、その意義について考えさせ、

ルールを守ることによって、お互いが気持ちよく生活して

いけることなどに気づかせる。 
 

まとめ 約束や決まりが尊

重される学級はどん

なに居心地が良いか

考える。 
 
 

・約束や決まりを尊重した行動は人々から賞賛されるに値す

ることを伝えるとともに、その学級の一員として身につけ

て欲しいことを伝える。 

 題 材 の ね ら い 避難所で秩序を保った生活を送る被災者の気持ちについて考え、集団

や社会のルールを守り、身近な人々と協力し助け合う態度を育てる。 Ａ

学級活動（１）－ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 
     （１）―ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

 教科等との関連 

 展 開 例 

Ｂ

Ａ ・阪神・淡路大震災の時、多くの学校が避難所となった。(被害を受けた約 12.3％の人

が避難所へ避難した。) 

・災害時の対応のため、現在でも多くの学校が、避難所指定を受けている。 

ライフラインの復旧について 
  水道・・・約９０日  ガス・・・約８４日  電気・・・約６日 

Ｂ

学級活動 3 年 学級活動3 年 


